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1. 平成29年3月期第3四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第3四半期 16,015 △4.1 672 △25.2 745 △23.9 494 △24.0
28年3月期第3四半期 16,691 ― 898 ― 978 ― 650 ―

（注）包括利益 29年3月期第3四半期 506百万円 （△19.0％） 28年3月期第3四半期 625百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年3月期第3四半期 114.78 ―
28年3月期第3四半期 150.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年3月期第3四半期 21,253 14,634 68.9
28年3月期 21,537 14,557 67.6
（参考）自己資本 29年3月期第3四半期 14,634百万円 28年3月期 14,557百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 0.00 ― 100.00 100.00
29年3月期 ― 0.00 ―
29年3月期（予想） 65.00 65.00

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,500 △1.7 1,090 △14.8 1,180 △14.5 800 △10.7 185.57



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期3Q 5,000,000 株 28年3月期 5,000,000 株
② 期末自己株式数 29年3月期3Q 687,298 株 28年3月期 688,998 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期3Q 4,312,182 株 28年3月期3Q 4,311,002 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の世界経済を概観しますと、米国経済は労働市場の改善と底堅い個人消費に支えられ

て緩やかな景気拡大基調を維持し、欧州経済も英国のＥＵ離脱決定という波乱要因はありましたが、内需が牽引し

て欧州全体として景気は回復基調を辿りました。また、中国を中心とする新興国経済は、好調な米国経済に支えら

れてバラつきはあるものの堅調に推移しました。

一方、わが国経済は第２四半期末までは急激な円高傾向が続いたため、当社が関連する自動車及び家電・精密関

係等の輸出に依存する製造業の収益を圧迫し、それらの製造業における設備投資は停滞していました。しかし、昨

年秋の米国の大統領選挙前後から為替相場は円安に転じるとともに、それまで低迷していた株式市場も活況を呈し

てきたこと等で、国内製造業の設備投資が復活する気運は高まっていますが、日本経済全体としては依然不透明な

状態が続いております。

このような経済状況の下で当社グループは、低迷している国内製造業界にあっても自動化・省力化のための設備

投資ニーズは堅調であることを背景に、国内の自動車・車載部品関連の得意先や国内外のスマートフォン、タブレ

ット端末に関連する得意先はもとより、復活の兆しのある半導体製造装置及び実用化の始まった有機ＥＬ等に関連

する得意先を中心に、全方位でのＦＡ機器、制御機器、及び産業機器の販売を積極的に推進してまいりました。

以上の結果、売上高は160億15百万円(前年同四半期比4.1％減)、営業利益は６億72百万円(前年同四半期比25.2％

減)、経常利益は７億45百万円(前年同四半期比23.9％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億94百万円(前

年同四半期比24.0％減)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末比1.3ポイント増の68.9％となりました。

(資産)

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して２億84百万円(1.3％)減の212億53百万

円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末比１億33百万円(0.8％)増の175億29百万円となりましたが、現金及び預金の増

加(16億75百万円)や電子記録債権の増加(82百万円)と受取手形及び売掛金の減少(16億87百万円)が主な要因とな

っております。

固定資産は、前連結会計年度末比４億18百万円(10.1％)減の37億23百万円となりましたが、投資その他の資産

の減少(３億93百万円)が主な要因となっております。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して３億61百万円(5.2％)減の66億18百万

円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末比４億４百万円(6.0％)減の63億25百万円となりましたが、電子記録債務の増加

(32億54百万円)と支払手形及び買掛金の減少(31億37百万円)や未払法人税等の減少(２億92百万円)が主な要因と

なっております。

固定負債は、前連結会計年度末比43百万円(17.2％)増の２億93百万円であり、特記すべき事項はありません。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上(４億94百万円)によ

る増加や、前期決算の剰余金の配当(４億33百万円)による減少などにより、前連結会計年度末と比べ76百万円

(0.5％)増の146億34百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期の業績予想につきましては、平成28年５月13日付の当社「平成28年３月期 決算短信〔日本基準〕

(連結)」において発表しました業績予想に変更はありません。

なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、実際の業績は

様々な要因により予想値と異なる場合があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額は軽微であります。

（４）追加情報

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,653,433 9,329,138

受取手形及び売掛金 8,145,053 6,457,266

電子記録債権 1,391,401 1,474,083

商品 82,063 161,308

その他 127,960 110,828

貸倒引当金 △4,384 △3,518

流動資産合計 17,395,527 17,529,105

固定資産

有形固定資産 1,924,203 1,906,394

無形固定資産 74,317 67,260

投資その他の資産 2,143,916 1,750,245

固定資産合計 4,142,437 3,723,901

資産合計 21,537,964 21,253,007

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,998,440 2,861,047

電子記録債務 - 3,254,855

未払法人税等 298,367 5,643

引当金 158,000 60,000

その他 275,231 143,640

流動負債合計 6,730,039 6,325,186

固定負債

引当金 15,125 26,763

その他 235,466 267,010

固定負債合計 250,591 293,773

負債合計 6,980,631 6,618,960

純資産の部

株主資本

資本金 1,148,000 1,148,000

資本剰余金 1,097,245 1,097,245

利益剰余金 13,125,566 13,187,216

自己株式 △1,251,992 △1,248,500

株主資本合計 14,118,818 14,183,960

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 326,641 412,308

為替換算調整勘定 111,873 37,777

その他の包括利益累計額合計 438,514 450,086

純資産合計 14,557,333 14,634,047

負債純資産合計 21,537,964 21,253,007
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

売上高 16,691,942 16,015,039

売上原価 14,233,773 13,699,857

売上総利益 2,458,169 2,315,182

販売費及び一般管理費 1,559,302 1,643,068

営業利益 898,866 672,113

営業外収益

受取利息 12,236 7,273

受取配当金 31,417 18,327

仕入割引 41,173 36,846

その他 10,211 13,228

営業外収益合計 95,039 75,676

営業外費用

売上割引 2,169 1,669

為替差損 12,198 368

その他 705 372

営業外費用合計 15,073 2,410

経常利益 978,832 745,379

特別利益

投資有価証券売却益 789 -

特別利益合計 789 -

特別損失

投資有価証券評価損 - 595

特別損失合計 - 595

税金等調整前四半期純利益 979,622 744,784

法人税、住民税及び事業税 294,011 210,466

法人税等調整額 34,721 39,367

法人税等合計 328,732 249,834

四半期純利益 650,889 494,950

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 650,889 494,950
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

四半期純利益 650,889 494,950

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △12,608 85,667

為替換算調整勘定 △12,767 △74,095

その他の包括利益合計 △25,376 11,571

四半期包括利益 625,513 506,521

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 625,513 506,521

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

該当事項はありません。
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